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【要旨】
本研究では、高校生が小学生との交流活動を通して、どのようなキャリア意識を
形成しているかを明らかにし、その効果的な在り方を検討した。小学生と交流した
生徒は、交流していない生徒と比べて、勉強などに対する情報収集意欲や友だちと
の協力や思いやりなど、良好な人間関係維持が大切であるとする意識が高いこと、
課題遂行・達成意欲が高いこと等がわかった。また、交流した生徒において、女子
の方が規律ある生活志向や友だちとの人間関係維持・向上意識が高いこと、２年生
の方が課題遂行・達成意欲が高いこと等が示された。今後の在り方については、生
徒の明確な職業意識に根差した主体性を尊重すること、「交換ノート」の活用による
事前学習・事後学習の充実が求められることが挙げられた。

1.問題意識
中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育との接続の改善について」(1999)におい
て、初めてキャリア教育が取り上げられてから、その在り方について様々な議論が展開さ
れた。文部科学省「小学校・中学校・高等学校キャリア教育推進の手引き-児童生徒
一人一人の勤労観、職業観を育てるために一」（2006）の中で、「高等学校におけるキャリ
ア教育は、生徒のキャリア発達を支援し、望ましい勤労観、職業観を育成しながら、多様
な選択肢から自己の意志と責任において進路を主体的に選択することができるよう援助し
ていくことが最大の目標となる｡」ことが示された。さらに、高等学校におけるキャリア教
育の推進に関する調査研究協力者会議報告書｢普通科におけるキャリア教育の推進｣(2006）
では、「普通科にあっても、生徒が進学希望であるか就職希望であるかを問わず、将来の生
き方にかかわる問題として、生徒が将来への夢や希望をはぐくみ、その実現に努力する指
導・援助として、キャリア教育に取り組むことが大切」であることが明示された。
キャリア教育に関する先行研究を概観すると、義務教育、特に小学校に関する論考は比

較的蓄積がある。教員がキャリア教育を行う上で外部からの情報も望んでいることや、学
校を挙げてのキャリア教育への指導体制・組織作りが不十分であることを指摘した研究')、
「自尊感情の進路意識への影響が見出されたことは、小学生において、自尊感情育成の働
きかけがいかに重要であるかを意味するものである」ことを示した論考2)、将来の仕事選
択の展望を持つために、「小学校段階から仕事との接触を可能な限り多く持ち、自分と仕事
との関係を発達段階に応じて捉えていくことが重要である」としたもの3)等がそうである。
高等学校については、普通科の高校生が、学校の指導で力を入れてほしいことについて、
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内容は、学童保育指導員に対して、小学生と高校生が交流する意義や留意点、双方に与
える影響、交流を円滑に進めるために必要なこと、交流のための事前指導・事後指導の在
り方等を聞いた。教員に対しては、学童保育指導員に対する質問に加えて、交流活動をキ
ャリア教育として位置づける際の課題、キャリア教育に関わる学校独自の取り組みを聞い
た。高校生に対しては、活動を始めたきっかけ、活動中の苦楽、学年進行による役割の変
化、活動に対する希望等を聞いた。

3.結果・考察
(1)高校生全体のキャリア意識
次頁の『キャリア意識』（表１）に示したように,｢17.何かを決めるときには、情報は多
いほうがいいと思う」が5.02点で最も高く、以下、「35.思いやりがある人には、たくさん
友だちができると思う」（4.97点)、「12.やる気になったら、家のそうじや手伝いができる
と思う」(4.91点)、「18.学級の仕事は、みんなで協力したほうがいいと思う」(4.91点）
であった。
男女では、男子で、「39.宿題や勉強は言われてからやればいいと思う」（男子３．２５点、

女子2.82点)、「36.将来どんな仕事をしたいかを今から考えなくてもいいと思う」（同２．８８
点、２．５１点）等で、女子よりも得点が有意に高かった。他方、女子では、「3.友だちのよ
いところをもっと知りたいと思う」（同４．３０点、４．８９点)、「6.友だちが困ったときには、
助けることができると思う」（同４．３８点、４．５９点)、「33.友だちに悪いことをしたと思っ
たら謝ることができると思う」（同４．５２点、４．７５点)、「12.やる気になったら、家のそう
じや手伝いができると思う」（同４．７６点、５．０２点）等で、男子の得点よりも有意に高かっ
た。この結果から、男子は学習や仕事に対して現実回避的な思考をする傾向が強いと思わ
れる。女子は、友だちとの人間関係維持・向上に対する意識や自分のやる気への期待が高
いことがうかがえる。
学年比較をすると、１年生の得点が２．３年生に比べて有意に低かった項目として、「8．
みんなで決めた係や仕事は、きちんとやりたいと思う」(1年生4.54点、２年生4.91点、３
年生５．１２点)、「18.学級の仕事は、みんなで協力したほうがいいと思う」（同４．６４点、４．９６
点、５．１６点)、「23.働いている人はどのようにして、その職業についたのかを知りたいと
思う」（同４．３３点、４．７２点、４．８２点）等があった。２年生が他の２学年と比べて有意な差
があった項目は、「39.宿題や勉強は言われてからやればいいと思う」（同２．８２点､３．２８点、
２．７５点）であった。３年生が他の２学年と比べて有意な差があった項目は、「29.失敗して
も、あきらめずに、うまくいくまでがんばろうと思う」（同４．０３点、4.19点、4.71点）で
あった。この結果から、１年生は勤勉性や職業意識が低いこと、２年生は学業回避傾向の意
識が強いこと、３年生は課題遂行意識が高いことが推察される。
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ことが生きてくると思います。 大学では実習の場面で生かして、幼稚園の先生になれた
ら、一人一人に話をすることを学童で学んだんで、そのことを心掛けて、仕事をしたい
なと思っています。
また、「25.すく、にできなくても、できるまでがんばろうと思う」（交流群４．６７点、非交

流群４．２６点)、「29.失敗しても、あきらめずに、うまくいくまでがんばろうと思う」（同
４．５６点、４．２４点)、「41.がんばって苦手なことを少なくすることが大切だと思う」（同４．９３
点、４．６２点）でも有意差が認められており、課題遂行・達成意欲の高さも特徴として挙げ
られる。

(4)交流群内での比較
交流群内の違いに着目すると、男女別では、男子で「36.将来どんな仕事をしたいかを今

から考えなくてもいいと思う」（男子２．８８点、女子２．２３点）で得点が有意に高かった。女
子では、「28.だらだらとテレビをみないようにしようと思う」（同３．０４点、４．０５点)、「3．
友だちのよいところをもつと知りたいと思う」（同４．４０点、5.21点)、「33.友だちに悪い
ことをしたと思ったら謝ることができると思う」（同４．４８点、５．２８点）などがあった。こ
の結果から、男子では職業意識の先送り、女子では規律ある生活志向や友だちとの人間関
係維持・向上意識が高いものと思われる。学年比較では、「28.だらだらとテレビをみない
ようにしようと思う」（１年生２．７５点、２年生３．５５点、３年生４．３３点）で、３年生が1年
生よりも有意に高いこと、「29．失敗しても、あきらめずに、うまくいくまでがんばろうと
思う」（同5.00点、4.07点、4.88点）で1･3年生が２年生より有意に得点が高かった。
このことから、３年生は規律ある生活志向が強いこと、２年生は課題遂行・達成意欲が低い
ことがうかがえる。

4.まとめにかえて
これまでみてきた質問紙調査の結果と教員・学童保育指導員・高校生を対象に行ったイ

ンタビューの記録から、今後の交流活動の在り方について検討し、まとめとする。
(1)明確な職業意識に根差した主体性の尊重
高校生は小学生との交流活動の参加に関して、当初から明確な職業意識を持って臨んで

いることがわかる。
Ｂ私は、将来の夢が保育士なので、高校時代から子どもたちとの接し方を学びたいなと思
って参加しました。

将来１保育士になるのが夢Ｄ 私 は
すが、

で、高校入った時は、そんなに強く考えてなかったので
上いうのを聞いて、その第一歩としてやってみようかな学童ボランティアがあるというのを聞いて、

と思いました。
こうした意識のもとで行われる交流活動は、高校生の主体性を尊重し、育成につなげる

形で展開されている。それは、生徒会主導の運営という形で具現化されている。
教員教員が全部抱えていると、幾ら記録とかいろんなデータを残しても、絶対に廃れる
んです。（中略）生徒がちやんとやってって、しかも責任あるよっていうことやっていく
と、部活動と一緒で、ちやんと縦のつながりできていって、生徒だけでちやんと動かせ
るようになると思うんですね。現状でも、今、Ａなんかは、先輩のをちやんと引き継い
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